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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善はあるものの、中国経済の景気減速懸念や英

国のＥＵ離脱の影響で急速に円高が進んだことにより、景気は足踏み状態で推移しました。 

物流業界におきましては、荷動きが低調に推移する中、ドライバー不足や競争の激化などにより厳しい経営環境

が続いております。 

このような状況下にあって、当社グループは新潟県見附市、長野県松本市、三重県鈴鹿市に倉庫及び作業所を新

増設し、奈良県大和郡山市に土地を取得するなど業務拡大に向けた積極的な設備投資と営業活動を推進してまいり

ました。その結果、売上高は前年同期比 4.6％増の 434 億１百万円になりました。 

営業利益につきましては、業務の効率化などにより前年同期比 9.8％増の 42 億２百万円となりました。 

経常利益につきましては、前年同期比 3.9％増の 43 億 54 百万円となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同期比 15.9％増の 25 億 59 百万円となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

① 運送事業 

貨物取扱量が微増にとどまったことから、売上高は前年同期比 0.4％増の 203 億１百万円となりました。営

業利益は、輸送効率の改善や燃料価格の低下の影響などにより、前年同期比 4.8％増の９億 48 百万円となりま

した。 

② 倉庫事業 

積極的な設備投資と営業活動を推進してまいりましたが、売上高は前年同期比 1.5％増の 64 億 98 百万円に

とどまりました。営業利益は、減価償却費の増加などにより、前年同期比 6.2％減の 14 億 25 百万円となりま

した。 

③ 梱包事業 

業務量の増加により、売上高は前年同期比 11.8％増の 102 億 70 百万円となりました。営業利益は、増収効

果や業務の効率化などにより前年同期比 34.7％増の７億 72 百万円となりました。 

④ テスト事業 

業務量の増加により、売上高は前年同期比 12.2％増の 48 億１百万円となりました。営業利益は、増収効果

などにより前年同期比 40.5％増の８億 79 百万円となりました。 

 

 

（2) 財政状態に関する説明 

① 資産 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は 594 億 81 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 57 億 37

百万円減少いたしました。これは主に有価証券が 41 億 99 百万円、受取手形及び売掛金が 16 億 16 百万円それ

ぞれ減少したことによるものであります。固定資産は 1,898 億 89 百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億

10 百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が 27 億 91 百万円増加した一方、投資有価証券が 17 億

57 百万円減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は 2,493 億 71 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 49 億 26 百万円減少いたしました。 
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② 負債 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は 398 億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ 14 億

49 百万円減少いたしました。これは主に未払法人税等が 28 億 52 百万円減少した一方、営業外電子記録債務

が 16 億 63 百万円増加したことによるものであります。固定負債は 521 億 12 百万円となり、前連結会計年度

末に比べ 13 億 73 百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が 10 億 18 百万円減少したことによるも

のであります。 

この結果、負債合計は 919億 13百万円となり、前連結会計年度末に比べ 28億 22百万円減少いたしました。 

③ 純資産 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は 1,574 億 57 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 21 億

４百万円減少いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が 10 億 30 百万円、為替換算調整勘定が

17 億 52 百万円それぞれ減少した一方、利益剰余金が５億 70 百万円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は 63.0%（前連結会計年度末は 62.6%）となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 28 年５月６日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結

業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくため、実際の業績は今後様々な要因に

より記載の予想の数値と異なる可能性があります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の連結グループ各社の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。 

 

  (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ９百万円増

加しております。 
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  (4) 追加情報 

   （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を当第１

四半期会計期間から適用しております。 

 

   （連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

従来、連結子会社のうち、決算日が 12 月 31 日であった日梱物流（中国）有限公司については、同日現在の財務諸

表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりました。この度、連結財

務情報のより適正な開示を図るため、当第１四半期連結会計期間より、連結決算日に本決算に準じた仮決算を行う方

法に変更しております。この変更に伴い、当第１四半期連結累計期間は平成 28 年１月１日から平成 28 年６月 30 日ま

での６ヶ月間を連結し、連結損益計算書を通して調整しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,139 13,314 

受取手形及び売掛金 33,677 32,060 

有価証券 13,199 8,999 

商品及び製品 8 9 

原材料及び貯蔵品 331 332 

繰延税金資産 1,715 1,709 

その他 2,151 3,059 

貸倒引当金 △5 △4 

流動資産合計 65,219 59,481 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 60,464 61,188 

機械装置及び運搬具（純額） 7,776 7,671 

工具、器具及び備品（純額） 1,242 1,174 

土地 81,191 82,132 

リース資産（純額） 539 497 

建設仮勘定 5,170 6,513 

有形固定資産合計 156,385 159,177 

無形固定資産 1,609 1,491 

投資その他の資産    

投資有価証券 23,774 22,016 

長期貸付金 540 516 

退職給付に係る資産 12 12 

繰延税金資産 2,289 2,320 

その他 4,557 4,442 

貸倒引当金 △90 △87 

投資その他の資産合計 31,083 29,220 

固定資産合計 189,079 189,889 

資産合計 254,298 249,371 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,054 9,529 

電子記録債務 3,840 3,690 

短期借入金 2,072 2,572 

リース債務 133 115 

未払法人税等 4,290 1,437 

賞与引当金 3,298 3,856 

役員賞与引当金 155 43 

設備関係支払手形 544 713 

営業外電子記録債務 5,372 7,035 

災害損失引当金 - 157 

その他 11,488 10,649 

流動負債合計 41,250 39,801 

固定負債    

社債 20,000 20,000 

長期借入金 20,554 19,536 

リース債務 445 418 

繰延税金負債 4,487 4,164 

退職給付に係る負債 6,288 6,307 

役員退職慰労引当金 256 236 

その他 1,453 1,448 

固定負債合計 53,485 52,112 

負債合計 94,736 91,913 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,316 11,316 

資本剰余金 12,332 12,332 

利益剰余金 128,170 128,741 

自己株式 △1,139 △1,031 

株主資本合計 150,679 151,358 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,550 8,519 

為替換算調整勘定 137 △1,615 

退職給付に係る調整累計額 △1,194 △1,107 

その他の包括利益累計額合計 8,494 5,797 

新株予約権 297 218 

非支配株主持分 90 83 

純資産合計 159,561 157,457 

負債純資産合計 254,298 249,371 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 41,497 43,401 

売上原価 35,695 36,978 

売上総利益 5,802 6,423 

販売費及び一般管理費 1,974 2,220 

営業利益 3,828 4,202 

営業外収益    

受取利息 42 15 

受取配当金 167 166 

受取賃貸料 11 26 

持分法による投資利益 75 115 

為替差益 25 － 

雑収入 102 162 

営業外収益合計 424 486 

営業外費用    

支払利息 45 42 

為替差損 － 279 

雑支出 17 13 

営業外費用合計 62 335 

経常利益 4,189 4,354 

特別利益    

固定資産売却益 12 38 

特別利益合計 12 38 

特別損失    

固定資産売却損 1 3 

投資有価証券評価損 － 0 

減損損失 19 1 

災害による損失 － 216 

特別損失合計 20 222 

税金等調整前四半期純利益 4,181 4,170 

法人税等 1,970 1,609 

四半期純利益 2,210 2,561 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,208 2,559 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 2,210 2,561 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 726 △1,030 

為替換算調整勘定 △196 △1,554 

退職給付に係る調整額 45 86 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △202 

その他の包括利益合計 575 △2,700 

四半期包括利益 2,785 △139 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,782 △137 

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △2 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （四半期連結損益計算書関係） 

    災害による損失は、熊本地震に関連する損失であり、内訳は次のとおりであります。 

 

建物・設備等の原状回復費用等 211百万円 

その他復旧等に係る費用 5 百万円 

計 216百万円 

    上記金額には、災害損失引当金繰入額 157 百万円を含んでおります。 

    

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成 27 年４月１日 至平成 27 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                  (単位:百万円)  

 
報告セグメント 

 その他 

 (注) 
 合計 

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業  計 

売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

         

20,217 

 

45 

 

 

6,402 

 

67 

 

 

9,189 

 

129 

 

 

4,281 

 

0 

         

 

40,090 

 

243 

 

 

1,407 

 

348 

 

 

41,497 

 

592 

 

計 20,263 6,470 9,319 4,281 40,333 1,755 42,089 

セグメント利益 905 1,519 573 625 3,623 169 3,792 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 

                                         (単位:百万円)  

利益 金額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

その他の調整額(注) 

3,623 

169 

35 

四半期連結損益計算書の営業利益 3,828 

 （注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成 28 年４月１日 至平成 28 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                  (単位:百万円)  

 
報告セグメント 

 その他 

 (注) 
 合計 

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業  計 

売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

         

20,301 

 

76 

 

 

6,498 

 

72 

 

 

10,270 

 

115 

 

 

4,801 

 

8 

         

 

41,871 

 

273 

 

 

1,529 

 

349 

 

 

43,401 

 

623 

 

計 20,377 6,571 10,386 4,810 42,145 1,879 44,024 

セグメント利益 948 1,425 772 879 4,025 129 4,155 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 

                                           (単位:百万円)  

利益 金額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

その他の調整額(注) 

4,025 

129 

47 

四半期連結損益計算書の営業利益 4,202 

 （注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 
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